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本校の進路指導について 
 
はじめに・・・・ 
 文部科学省が推進しているキャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態

度を育てることを通してキャリア発達を促す教育」であると言われています。具体的には人間関係形成能力、情報活用

能力、将来設計能力、意思決定能力を高めていくことにあたります（近年、様々な学校の取り組み等を経て、必要な能力

はさらに整理されてきています。）。それは一朝一夕にできるものではなく、また、一つの活動形態でできるものではな

く、学校の教育活動全体で、また家庭生活で、長い期間をかけてじっくり育てていくものだと思います。本校では小学部

で培いたい力、中学部で培いたい力、高等部で培いたい力を押さえながら、キャリア教育の充実を図っています。また、

中高等部は体験実習や現場実習の機会も大切にしながら「自分にとって生き生きと社会生活を送れる場所」を探した

り、自分のキャリアに関する力を高めたりしています。 

 キャリア教育には「ライフキャリア（暮らしの力）」と「ワークキャリア（働く力）」という考え方があります。子どもたちの将

来について、就労だけでなく生活全般の豊かさを目指して実践しています。調和のとれた発達を目指していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バランス良く育てていく！ 

小学部 

全校縦割り活動 

学校間交流 

居住地校交流 

くらし（課題学習他） 

のびのびタイム 

学部行事等 

家庭での手伝い 

係活動（クラス） 

事業所見学(5，6年生) 

高等部現場実習報告会(5，6年生) 

ライフキャリア ワークキャリア 

中学部 

運動、表現 

全校縦割り活動 

居住地校交流  

くらし（課題学習他） 

ゆうゆうタイム 

グループくらし 

学部行事等 

家庭での手伝い 

係活動（クラス、学部） 

体験学習（２・３年生） 

体験実習報告会 

事業所見学 

高等部現場実習報告会 

ライフキャリア ワークキャリア 

高等部 

運動、表現 

全校縦割り活動 

 

くらし（課題学習他） 

生活 

学部行事等 

家庭での手伝い 

係活動（クラス、学部） 
集会 放送 運動・保健 

仕事 

現場実習（体験実習） 

事業所見学 

現場実習報告会 

 

ライフキャリア ワークキャリア 
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《令和６年度 進路指導部の取り組み》 
 

 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

４ 

月 

進路指導についての説明(10日)(各学部)、本人・保護者の願いアンケート、個別教育相談(25・26日) 

 進路相談希望調査  

現場実習先最終確認調査 

５ 

月 

進路指導説明会(1日)(zoom) 

 進路相談 

(4月26日～5月2日) 

 就労アセスメントの手続き 

 卒業生の進路先訪問(生活班ごとに実施) 

６ 

月 
 体験実習(19日～28日) 前期の現場実習２週間 

就労アセスメント（17日～28日） 

7 

月 
個別教育相談（中学部２・３年生進路相談会）（10・11日小中）(16・17日高) 

夏 

休 

み 

事業所見学会(7月23～2５日)福井圏域・坂井圏域 

 
事業所見学、ミニ体験 

(必要な生徒のみ) 
 

求職登録 
（一般就労、就労継続支援Ａ型希望者） 

９ 

月 
 

実習先希望調査・決定 実習関係書類の提出 

就労アセスメントの手続き 

10 

月 

現場実習壮行会（全校集会等で紹介） 

現場実習先見

学 

(小５・６) 
 職業ガイダンス(高等部生活1班の生徒、２班の一部・中高保護者)  

個別教育相談（９日、10日） 

☆後期の現場実習３週間（10月21日～11月8日） 

 高等部１年生は学校実習１週間、現場実習２週間 

 就労アセスメント（３年生） 

11 

月 

 

現場実習先見学会 

(グループくらしごとに実施) 

 労働局・ハローワ

ーク実習（３日間） 

（希望者） 

 

 事業所体験実習 

11月12日～１２月６日 

(授業日に分散して実施) 

 面接、履歴書作成等(一般就労、就労

継続支援A型就労） 

進路に関する学習会16日(土) 

12 

月 

現場実習報告会（ニーズ別に実施） 

 

 

事業所体験実習 

11月12日～１２月６日 

(授業日に分散して実施) 

 

 

個別教育相談（４・５日） 

  高等部体験(９・10・１２日)(中３) 

事業所体験実習報告会(18日) 
 

1 

月 

中学部体験 

(2８～３０日) 
 福祉サービス利用内定者自立支援給付

手続き（区分認定調査・相談支援専門員

との話し合い、申請） 

２ 

月 

 サービス調整会議・移行支援会

議（一般就労内定者） 

個別教育相談（26・27日） 高1・２進路相談（26～28日） 

※高等部２年生は次年度の春の現場実習先を相談する。就労アセスメントが必要な生徒は、次年度の春の実習までに福祉サービス利用手続き（相談支援専門員を決め

る、移行支援事業所と契約する）を行う。高等部１年生は次年度6月の体験実習先を相談する。 

３ 

月 

 事業所利用手続き（福祉サービス

利用内定者） 

雇用契約手続き(一般就労内定者) 
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《卒業生の進路状況》  

例年、学校を卒業した生徒の状況を把握するため、学校行事の際に参加を呼び掛けたり、進路先へ訪問したり

しています。 

 

卒業年度 

2019 

R1 

2020 

R2 

2021 

R3 

2022 

R4 

2023 

R5 

進  学      

一般就労 ２ １ ２ １ ２ 

福井大学業務支援室   １ ２  

就労継続支援A型  １ １   

就労移行支援 ３ ２ ２ １  

就労継続支援Ｂ型 ２ ４ ３ １ ６ 

生活介護 １ １  ２  

地域活動支援センター      

自立訓練    １  

その他      

合  計 ８ ９ ９ ８ ８ 

 

＊福井大学業務支援室は一般就労でパート職員です。 ＊表の数字は延べ人数です。 

 

 


